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１  共通 

 

( 1)  配管の施工手順 

配管は原則と し て一方向から 行う も のと する が、やむを得ず二方向から 行う と き は、その接合

点にはヤリ ト リ 継手等を用いる 。なお、中間部で接続を行う 場合に使用でき る 部材の一例を下記

に示す。  

 

表１ －１  中間接続の使用部材例 

№ 使用材料 材料名 概略説明 概略図 備考 

① 

ト ラ フ下電力管等 
( Ｅ Ｃ Ｖ Ｐ )  
 
φ１ ０ ０ ， φ１ ３ ０  

直線継手 
（ 両接着）  

電力管の切管と 切管を
接続するための継手 

 
 
 
 

 
切管時に使用 
 

② 

ボディ 管 
（ Ｖ Ｐ ）  
φ１ ５ ０  
φ２ ０ ０ ， φ２ ５ ０  

スラ イ ド 管 
（ 両ゴム輪）  

終点側ロ ータ ス 管と ボ
ディ 管を接続する ため
のヤリ ト リ 継手 

 
 
 
 

一 方 向 及 び 二
方 向 の 両 方 で
使用 

③ 

共用Ｆ Ａ 管 
（ Ｖ Ｐ ）  
 
φ１ ０ ０ ， φ１ ５ ０  

ヤリ ト リ 継手
（ 両ゴム輪）  

終点側ダク ト ス リ ーブ
に共用Ｆ Ａ 管を切管調
整し て接続する ための
ヤリ ト リ 継手 

 
 
 
 

一 方 向 及 び 二
方 向 の 両 方 で
使用 

④ 

ボディ 管･共用Ｆ Ａ 管 
（ Ｖ Ｐ ）  
切管接続 
φ１ ５ ０ ，  
φ２ ０ ０ ， φ２ ５ ０  

Ｐ 継手 
（ 片接着･片ゴ ム輪）  

切管をソ ケッ ト 付（ ゴ
ム輪受口付） と し て使
う 場合の継手 

 
 
 
 

切管時に使用 

⑤ 

さ や管 
 
切管接続 
φ３ ０ ， φ５ ０  

Ｓ Ｕソ ケッ ト  
（ 両接着）  

さ や管の切管と 切管を
接続するための継手 

 

 

 

 

切管時に使用 

⑥ 
さ や管 
 
φ３ ０ ， φ５ ０  

ヤリ ト リ 継手
（ 片受･片差

口）  

中間部で最終接続する
ためのヤリ ト リ 継手 

 
二 方 向 の み で
使用 

 

 

( 2)  管止め 

 

1)  仮管止め 

管の接続を休止する 場合など仮管止めと する 場合は、管端から 土砂、水等が入ら ない

よ う 仮止めキャ ッ プを 取付ける 等の処置を施す。  

 

2)  永久管止め 

永久的な管止めを行う 場合は、 接着剤等によ り 完全に密閉する 。又、管端が縦断的に

最下点と なら ないよ う 敷設する 。なお、管止めの方法については、マニュ アル本編の「 ３

－２ －３  一般部の設計」 に記載の条件を 満足する も のと する 。  
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( 3)  管の接続 

 

① 管は極力標示面を 上面にし 、 標示内容が確認し やすい様に敷設する と 共に規定の標線位置

ま で、 確実に挿入する 。  

② 管は敷設現場の状況に応じ て、 必要な長さ を切管し て使用する こ と がある が、 その際切管

し た端面は、内外面と も 面取り やすり 等を用いて糸面取り を行い、平滑に仕上げる 。ま た、

特殊部及び断面変化部等への管路材取付については、 管路材相互の間隔を保ち、 管路材の

切口が同一垂直面になる よ う 取揃えて、 管口及び管路材内部はケーブル引込み時にケーブ

ルを傷つけないよ う に平滑に仕上げなければなら ない。  

③ 管の接続後、 接続部に載ったり 、 過大な荷重を加えたり し てはなら ない。  
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２  共用Ｆ Ａ 方式管路の施工手順 
 

( 1)  起点部の施工 

 

［ ボルト 固定式ロ ータ ス 管（ φ２ ０ ０ ・ ２ ５ ０ の場合）］  

1)  特殊部際のさ や管取付け部材（ ロ ータ ス 管） には、 工場でセッ ト さ れた製品（ ボルト

固定式ロ ータ ス 管） を 使用する 。  

2)  起点部の施工（ ボルト 固定式ロ ータ ス 管／ボディ 管φ２ ０ ０ の例）  

a.  使用材料等（ 本例は、 ボディ 管φ２ ０ ０ ・ 共用Ｆ Ａ 管φ１ ５ ０ ） 必要材料を現場に

搬入する 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ －１  使用材料等の現場搬入写真 

 

 

 

b.  起点側特殊部が通信接続桝の場合は、 ケーブル仕分金物を一旦取り 外し 、 特殊部内

部よ り ボルト 固定式ロ ータ ス 管をボディ 管ダク ト ス リ ーブに挿入する 。 ロ ータ ス 管

の固定は、 六角穴付ボルト Ｍ１ ０ を４ 本使用し 締付ける 。  

（ 参考： 締付ト ルク １ ５ Ｎ ・ ｍ程度）  

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ －２  ボディ 管ダク ト ス リ ーブへのロ ータ ス 管の挿入 

 

  

ボルト 固定式ロ ータ ス 管

六角穴付き Ｍ１ ０ ×４ 本 イ ン サート 付き ダク ト ス リ ーブ　 　

φ200断面

( φ50X5＋φ30X5)
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c.  ボルト 固定式ロ ータ ス 管に端末用さ や管（ １ ． １ ｍ短管） を挿入する 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ －３  ロ ータ ス 管への端末用さ や管の挿入 

 

 

d.  施工後のさ や管伸縮を 確実に確保する ため、 さ や管を ３ ７ ５ ㎜の長さ に切断し てダ

ミ ーさ や管を作成し 、 特殊部内部よ り すべてのさ や管ダク ト ス リ ーブに挿入し た

後、 コ ンパネ等を用いてさ や管が移動し ないよ う し っ かり 固定する 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ －４  ダミ ーさ や管の挿入と 固定 

 

挿入

1100

端末用さ や管　 φ50, φ30

ボルト 固定式ロ ータ ス 管

系統番号を記入する

ボディ 管ダク ト ス リ ーブ

ボディ 管

さ や管ダク ト ス リ ーブ

端末用さ や管

375
±60㎜以内

さ や管ダク ト ス リ ーブ端面は、

特殊部内面と 同一面

375

位置決め用ダミ ーさ や管

ダミ ーさ や管固定用

支持棒（ 角材等）

特殊部

端末用さ や管（ 1. 1m）
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［ 従来式のロ ータ ス 管（ φ１ ５ ０ ・ ２ ０ ０ ・ ２ ５ ０ の場合）］  

1)  特殊部際のさ や管取付け部材（ ロ ータ ス 管） には、 工場でセッ ト さ れた製品（ 従来式

のロ ータ ス 管） を使用する 。  

2)  起点部の施工（ ロ ータ ス 管／ボディ 管φ２ ０ ０ の場合）  

a.  使用材料等（ 本例は、 ボディ 管φ２ ０ ０ ・ 共用Ｆ Ａ 管φ１ ５ ０ ） 必要材料を現場に

搬入する 。  

 

 

 

 

 

 

 

図２ －５  使用材料等の現場搬入写真 

 

b.  起点側特殊部のボディ 管用ダク ト ス リ ーブにロ ータ ス 管（ 起点用片受口付き ） を滑

剤を用いて２ 本の標線の間ま で挿入する 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ －６  ボディ 管用ダク ト ス リ ーブへのロ ータ ス 管の挿入 

 

c.  ロ ータ ス 管に端末用さ や管（ １ ． １ ｍ短管） を挿入する 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ －７  ロ ータ ス 管への端末用さ や管の挿入 

 

d.  施工後のさ や管伸縮を 確実に確保する ため、 さ や管を 図２ －８ に示す長さ に切断し

てダミ ーさ や管を作成し 、 特殊部内部よ り すべてのさ や管ダク ト ス リ ーブに挿入し

た後、 コ ンパネ等を用いてさ や管が移動し ないよ う し っかり 固定する 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ －８  ダミ ーさ や管の挿入と 固定 

20 435mm
±60㎜以内

ボディ 管ダク ト ス リ ーブ

ボディ 管

さ や管ダク ト ス リ ーブ

端末用さ や管

50 525

±60㎜以内

ボディ 管ダク ト ス リ ーブ

ボディ 管

さ や管ダク ト ス リ ーブ

端末用さ や管

ボディ 管φ150 ボディ 管φ200・ 250

1, 100
起点用ロ ータ ス 管

系統番号を記入する

端末用さ や管　 φ50, φ30

φ150： 455

φ200： 575

φ250： 575

端末用さ や管（ 1. 1m）

位置決め用ダミ ーさ や管

ダミ ーさ や管固定用

支持棒（ 角材等）

特殊部

ボディ 管ダク ト ス リ ーブ
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( 2)  ボディ 管及びさ や管の同時敷設（ 直線部）  

1)  さ や管ダク ト ス リ ーブの端から 曲線部の起点ま で

の距離を実測し 、 さ や管、 ボディ 管を実測値によ

り 切断・ 加工する 。 切断長は、 さ や管及び短管の

挿入し ろを考慮する 。 次に、 実測値によ り 切断し

たさ や管を事前にボディ 管に 収容し 、 掘削溝内に

搬入する 。 定尺管を使用する 場合は、 上記の作業

を省略する こ と ができ る 。  

 

 

2)  さ や管ダク ト ス リ ーブ収容管から 突出たさ や管の

系統番号と 掘削溝内に搬入し たボディ 管に収容さ

れたさ や管の配列を一致さ せ接合する 。 こ のと

き 、 接着剤は規定の量を守り 、 さ や管は作業性を

考慮し 、 下段から 順に接合する 。 又、 接合と 同時

に系統番号を記入する 。  

 

 

3)  接合後は、 完全に接着する ま で（ 最終のさ や管接

合後約２ 分間程度） 動かさ ない。  

 

 

 

 

 

 

 

4)  接合が十分に行われたのを確認し 、 滑剤をボディ

管差口表面及び受口内のゴム輪に十分塗布し 、 ボ

ディ 管をス ラ イ ド さ せて接合する 。  

 

 

 

 

 

 

5)  接合用器具（ 専用接続工具又はレ バーブロ ッ ク

等） でボディ 管を規定の位置（ 標線＝１ ９ ０ ㎜）

ま で挿入さ せる 。 なお、 管枕（ ス ペーサ） は、 事

前に所定の位置（ 一般部２ ． ５ ｍ間隔） に配置し

ておく 。 又、 さ や管は次のさ や管と の接合を考慮

し てボディ 管から １ ０ ０ ～１ ５ ０ ㎜程度突出す。  

 

 

 

 

 

 

 

  

100～150
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( 3)  さ や管の敷設（ 曲線部）  

1)  曲線部は直線部と 異なり 、 ま ず、 さ や管のみを

掘削溝内に搬入し 、 先に敷設し た直線部のボデ

ィ 管から 突出たさ や管と 接着接合し 、 系統番号

を記入する 。  

接着順番は上記( 2) 項と 同様の手順である 。  

 

 

 

 

 

2)  各さ や管には系統番号を油性ペン等で事前に記入し ておき 、 さ や管の配列が崩れない

よ う に配置する 。  

又、 油性ペン等での記入の替り に、 カラ ーさ や管（ Ｓ Ｕ管のみ） を使用する こ と がで

き る 。  

3)  曲線部の施工においては、 曲管を切管にて短く し たり 、 曲管内でさ や管の接続は行わ

ないこ と 。  

 

 

( 4)  ボディ 管曲管の敷設（ 半径５ ｍＲ 曲管）  

1)  前項( 3) でさ や管を 敷設し た後、 ５ ｍＲ 曲管（ １

ｍ） を敷設し たさ や管に被せ、 ス ラ イ ド さ せ

る 。 こ のと き 、 固定さ せる 位置、 差込長（ １ ９

０ ㎜） がわかる よ う に５ ｍＲ 曲管には事前に墨

出し （ マーキング） を 行う 。  

 

 

 

 

 

 

2)  ５ ｍＲ 曲管の変移量が適正な数値になる よ う 配

管する 。 こ のと き 、 滑剤、 接合器具を用いて 

５ ｍＲ 曲管１ 本毎に確実に接合する 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ ｍＲ 曲管 ４ 本 
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( 5)  終点部の施工 

1)  ボディ 管及びさ や管を 下図の寸法（ ２ ７ ５ ０ ～６ ２ ５ ０ ㎜） になる ま で敷設する 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2)  ボルト 固定式ロ ータ ス 管の場合、 ボディ 管ダク ト ス リ ーブにハンド ホール内部よ り 接

続し 、 端末用さ や管を ロ ータ ス 管のさ や管ダク ト ス リ ーブに最奥ま で挿入する 。 な

お、 こ のと き ０ ． ８ ５ ｍ～１ ． ０ ５ ｍの範囲（ 標準１ ｍ） で、 両差短管を作成し 、 あ

ら かじ め、 ボディ 管ダク ト ス リ ーブに挿入し ておく 。  

 

 

 

 

 

 

 

従来式ロ ータ ス 管の場合、 端末用さ や管を事前に挿入し たロ ータ ス 管（ 終点用両差

口） を特殊部のボディ 管用のダク ト ス リ ーブに挿入する 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3)  調整管（ ボディ 管及びさ や管用） 寸法を実測する 。  

 

 

 

 

 

2750～6250

系統番号を記入する

六角穴付き Ｍ１ ０ ×４ 本

0. 85～1. 05m ( 標準1m)

挿入標線を 記入する

ボディ 管の寸法測定箇所

さ や管の寸法測定箇所
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4)  調整管（ ボディ 管及びさ や管用） を実測値に基づき 切断･加工する 。（ 路上作業）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5)  さ や管調整管をボディ 管調整管内に収めス ラ イ ド 管を ボディ 管にセッ ト する 。（ 路上作

業）  

 

 

 

 

 

 

 

6)  セッ ト さ れた調整管を 掘削溝内に搬入し 、 起点側のさ や管と さ や管調整管を接着す

る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管径
φ１ ５ ０
φ２ ０ ０
φ２ ５ ０

計算式
実測値－｛ ス ラ イ ド 管の有効長（ 1000－165×2） －挿入長さ （ 165） ｝
実測値－｛ ス ラ イ ド 管の有効長（ 1000－190×2） －挿入長さ （ 190） ｝
実測値－｛ ス ラ イ ド 管の有効長（ 1000－210×2） －挿入長さ （ 210） ｝

調整管の切断・ 加工寸法 L
実測値－５ ０ ５ ｍ ｍ
実測値－４ ３ ０ ｍ ｍ
実測値－３ ７ ０ ｍ ｍ

実測値　 －　 Ｌ 　 mm

ボディ 管： 調整管φ200標線 標線

ボディ 管ス ラ イ ド 管

　 接着接合( 塩ビ 用接着剤)
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7)  起点側ボディ 管と ボディ 管調整管を接合する 。  

 

 

 

 

 

 

8)  終点側端末用さ や管を さ や管ダク ト ス リ ーブ収容管から ２ ７ ５ ㎜程度引出し 、 さ や管

調整管と 接合する 。 こ のと き 、 さ や管を引出し 過ぎないよ う にする 。 なお、 起点側ダ

ク ト 口のさ や管番号の配列と 終点側さ や管の配列が一致する よ う 、 配管位置の調整を

行う こ と 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9)  ス ラ イ ド 管をス ラ イ ド さ せさ や管ダク ト ス リ ーブ収容管に接合し 、 終了する 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ボディ 管ダク ト ス リ ーブ

ボディ 管

さ や管ダク ト ス リ ーブ

端末用さ や管

375
±60㎜以内

さ や管ダク ト ス リ ーブ端面は、

特殊部内面と 同一面

275

165
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( 6)  共用Ｆ Ａ 管の敷設 

1)  共用Ｆ Ａ 管は、 ボディ 管を敷設し た後管枕（ ス

ペーサ） を介し てその直上に敷設する こ と を基

本と し ている こ と から 、 ボディ 管の曲線部分に

追随し て同一掘削溝内で施工する 。 し かし 、 特

殊部で共用Ｆ Ａ 管のダク ト ス リ ーブと ボディ 管

のダク ト ス リ ーブの取付け位置が１ ０ ０ ㎜変移

し ている こ と から 起・ 終点接続部際で約２ ｍ分

は直上に敷設でき ない。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2)  共用Ｆ Ａ 管は、 端壁（ 妻壁） での双方のダク

ト ス リ ーブの中心を１ ０ ０ ㎜変移する ため

起・ 終点接続部際ではアイ ブロ ー曲管（ Ｅ Ｂ

管・ １ ０ ｍＲ 相当・ Ｌ ＝１ ｍ） を２ 本使用

し 、 Ｓ 字配管する 。  

 

 

 

 

 

 

3)  終点部については、 調整管を実測し 、 現場において切断・ 加工し 、 ヤリ ト リ 継手によ

り 地上において接合し た後、 掘削溝内に搬入し 、 ス ラ イ ド さ せ終点特殊部ダク ト ス リ

ーブに接合さ れる 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5ｍ直管Ｅ Ｂ 曲管

5ｍ直管ロ ータ ス 管

Ｅ Ｂ 曲管

５ ０ ㎜以上 ＠２ .５ ｍ ＠２ .５ ｍ

起点側
５ ０ ㎜以上

5ｍ直管Ｅ Ｂ 曲管

5ｍ直管ロ ータ ス 管

Ｅ Ｂ 曲管

５ ０ ㎜以上 ＠２ .５ ｍ ＠２ .５ ｍ

起点側
５ ０ ㎜以上

５ ０ ㎜以上 

調整管 

  ロ ータ ス 管 

調整管 Ｅ Ｂ 曲管 

調整管 

Ｅ Ｂ 曲管 

ス ラ イ ド 管 

やり 取り 継手 

５ ０ ㎜以上 

＠２  ５  ｍ ＠２  ５  ｍ 

調整管 

5 ｍ 直管 ロ ータ ス 管 

調整管 Ｅ Ｂ 曲管 

調整管 

Ｅ Ｂ 曲管 

ス ラ イ ド 管 

やり 取り 継手 

５ ０ ㎜以上 

＠２  ５  ｍ ＠２  ５  ｍ 

終点側 
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( 7)  共用Ｆ Ａ 管の補修方法 

1)  用語の定義と 補修部材例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2)  補修手順例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共用FA管の円周方向、 管軸方向と
も １ ０ ㎝程度未満の破損

小規模破損

カラ ー付分岐管用半割管＋半割カバー共用Ｆ Ａ 分岐管の破損

分岐管破損

半割管ま たはパッ チ部材によ る 補修

パッ チ部材（ 小規模用）

共用FA管の円周方向に対し て１ ０
㎝程度未満の破損で管軸方向長さ
８ ０ ㎝以下の破損中規模破損

カラ ー付半割管＋半割カバー共用FA管の円周方向（ 断面方向）
に対し て10㎝程度以上で管軸方向
長さ 80㎝以下の破損

大規模破損

補修部材例用語の定義

共用FA管の円周方向、 管軸方向と
も １ ０ ㎝程度未満の破損

小規模破損

カラ ー付分岐管用半割管＋半割カバー共用Ｆ Ａ 分岐管の破損

分岐管破損

半割管ま たはパッ チ部材によ る 補修

パッ チ部材（ 小規模用）

共用FA管の円周方向に対し て１ ０
㎝程度未満の破損で管軸方向長さ
８ ０ ㎝以下の破損中規模破損

カラ ー付半割管＋半割カバー共用FA管の円周方向（ 断面方向）
に対し て10㎝程度以上で管軸方向
長さ 80㎝以下の破損

大規模破損

補修部材例用語の定義

①損傷部近傍で端面を 800㎜の間隔で切り そろえる 。

（ ＋１ ０ , －０ の精度で切り 取る ）

②長さ 1100㎜の部材のカラ ー部内面と 、 既設管端部

外面に塩ビ管用接着剤を塗布し 、 はめ込む。

③長さ 1100㎜の部材の接着面と 既設管端部外面に

塩ビ管用接着剤を塗布し はめ込み、 全体を 番線等で

固定する 。

④円周方向及び管軸方向の合せ面にパテ状の接合剤を

使用し 目地止めする 。

分岐管破損

①破損の管軸方向長さ に応じ て、 半割り 補修用部材
（ 長さ 1ｍ） から 所定の長さ の部材を 切り 取る 。

②損傷部に窓明けし てケーブル状況を確認し た後、

塩ビ管用接着剤を窓明け部周辺と 補修部材内面に塗

布し て接着し 、 番線など で締め付けた後、 パテ状の

接合剤を使用し 目地止めする 。

※番線の結束間隔は500㎜以内と し 、 それ以上に

なる 場合は結束本数を増やす。

中規模破損

及び

小規模破損

①損傷部近傍で端面を 800㎜の間隔で切り そろえる 。

＋１ ０ , －０ の精度で切り 取る 。

②長さ 1100㎜の部材のカラ ー部内面と 、 既設管端

部接着面に塩ビ 管用接着剤を 塗布し 、 はめ込む。

③長さ 1100㎜の部材の接着面に塩ビ管用接着剤を

塗布し 、 はめ込み、 全体を 番線等で固定する 。

④円周方向及び管軸方向の合せ面にパテ状の接合剤を

使用し 目地止めする 。

大規模破損

補修結果補修手順例破損規模

①損傷部近傍で端面を 800㎜の間隔で切り そろえる 。

（ ＋１ ０ , －０ の精度で切り 取る ）

②長さ 1100㎜の部材のカラ ー部内面と 、 既設管端部

外面に塩ビ管用接着剤を塗布し 、 はめ込む。

③長さ 1100㎜の部材の接着面と 既設管端部外面に

塩ビ管用接着剤を塗布し はめ込み、 全体を 番線等で

固定する 。

④円周方向及び管軸方向の合せ面にパテ状の接合剤を

使用し 目地止めする 。

分岐管破損

①破損の管軸方向長さ に応じ て、 半割り 補修用部材
（ 長さ 1ｍ） から 所定の長さ の部材を 切り 取る 。

②損傷部に窓明けし てケーブル状況を確認し た後、

塩ビ管用接着剤を窓明け部周辺と 補修部材内面に塗

布し て接着し 、 番線など で締め付けた後、 パテ状の

接合剤を使用し 目地止めする 。

※番線の結束間隔は500㎜以内と し 、 それ以上に

なる 場合は結束本数を増やす。

中規模破損

及び

小規模破損

①損傷部近傍で端面を 800㎜の間隔で切り そろえる 。

＋１ ０ , －０ の精度で切り 取る 。

②長さ 1100㎜の部材のカラ ー部内面と 、 既設管端

部接着面に塩ビ 管用接着剤を 塗布し 、 はめ込む。

③長さ 1100㎜の部材の接着面に塩ビ管用接着剤を

塗布し 、 はめ込み、 全体を 番線等で固定する 。

④円周方向及び管軸方向の合せ面にパテ状の接合剤を

使用し 目地止めする 。

大規模破損

補修結果補修手順例破損規模

中規模破損

小規模破損
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3)  補修作業の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①. 補修箇所マーキング

②ケーブル確認用小窓の開口

⑤. 切断箇所面取り 、 管内清掃

⑥. 補修用部材の仮組およ び接着範囲マーキング

④. 補修範囲切断

⑦. 補修部材の接着固定

⑧. 目地止め仕上げ

1. 大破損 2. 中、 小破損

1） 全周切断補修 2） 半周切断補修

破損状況の確認

③. 補修箇所に応じ た補修部材の作製

補修作業終了

補修作業開始

①. 補修箇所のマーキング

②. 分岐部の切断

③. 補修箇所切断

④. 切断箇所の面取り と 管内の清掃

⑤. 仮組およ び接着範囲のマーキング

⑥. 補修部材の接着固定

⑦. 目地止め仕上げ

補修作業終了

分岐部破損は、 全周切断補修

補修作業開始

ウ エス によ る 管内清掃

共用Ｆ Ａ 管本体 共用Ｆ Ａ 分岐部

①. 補修箇所マーキング

②ケーブル確認用小窓の開口

⑤. 切断箇所面取り 、 管内清掃

⑥. 補修用部材の仮組およ び接着範囲マーキング

④. 補修範囲切断

⑦. 補修部材の接着固定

⑧. 目地止め仕上げ

1. 大破損 2. 中、 小破損

1） 全周切断補修 2） 半周切断補修

破損状況の確認

③. 補修箇所に応じ た補修部材の作製

補修作業終了

補修作業開始

①. 補修箇所のマーキング

②. 分岐部の切断

③. 補修箇所切断

④. 切断箇所の面取り と 管内の清掃

⑤. 仮組およ び接着範囲のマーキング

⑥. 補修部材の接着固定

⑦. 目地止め仕上げ

補修作業終了

分岐部破損は、 全周切断補修

補修作業開始

ウ エス によ る 管内清掃

共用Ｆ Ａ 管本体 共用Ｆ Ａ 分岐部
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4)  共用Ｆ Ａ 管補修部材例【 参考図】  

① 大規模破損 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 中、 小規模破損 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 共用Ｆ Ａ 分岐管破損 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①カラー付半割管

②半割カバー

VU150加工品

VP150加工品

組立状態

①カラー半割管

②半割カバー

800

800

150

300

150

300

1100

VP150加工品
VU150加工品

1100

φ
1
6
5
（
内

径
）

1000

VP150加工品

150

1100

1100

800

800 150

300 300
VP150加工品

VU150加工品

②半割カバー

①カラー付分岐用半割管

①カラー付分岐用半割管

②半割カバー

組立状態

VP150加工品
VU150加工品
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( 8)  共用Ｆ Ａ 通線具の例 

 

・ 共用Ｆ Ａ 通線具は、 先導コ マの位置が提灯部中心に設置さ れ、 補助糸によ り 既設ケーブルの隙

間に滑り 込むのを防止する ため、 ケーブルの多条敷設に適する 。  

・ ジョ イ ント 部に接続する ロ ッ ド の径はφ７ ㎜， 標準長は１ ０ ０ ｍで、 専用リ ールに巻かれたも

の（ Ｆ Ｒ Ｐ 製） 。  

・ ジョ イ ント 部に撚り 返し 付リ ード ヘッ ト を装着する こ と によ り 、引込ケーブル等の通線と ケー

ブル敷設ま でを連続し て施工する こ と が可能。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提灯部

先導ロッド ジョイント部

補助糸

910㎜

保護ゴムキャップ

先導コマ

約100㎜

約
10

0
㎜

φ4㎜（Ｇ-ＦＲＰ） φ5㎜（Ｇ-ＦＲＰ）



施－16 

( 9)  特殊部際の曲線施工手順（ 参考）  

[ ボルト 固定式ロ ータ ス 管（ φ２ ０ ０ ・ ２ ５ ０ ） を使用時のみ]  

1)  特殊部際を曲線配管する 場合の施工方法 

a.  起点側特殊部のボディ 管ダク ト ス リ ーブにボルト 固定式ロ ータ ス 管を特殊部内部よ

り 取付ける 。 取付けは六角穴付ボルト Ｍ１ ０ を４ 本使用し 、 締付けト ルク １ ５ Ｎ ・

ｍで締付ける 。  

 

 

 

 

 

 

 
※ダク ト ス リ ーブは専用のイ ン サート 付ダク ト ス リ ーブが必要 

 

 

b.  ロ ータ ス 管に端末用さ や管（ １ ． １ ｍ短管） を挿入する 。  

 

 

 

 

 

 

 

 
※ こ のと き 、 滑剤、 接着剤等使わない 

 

＜さ や管端部位置＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ －９  特殊部内から 見たボルト 固定式ロ ータ ス 管の取付状況 

 

※ 施工後のさ や管伸縮を 確実に確保する ため、 標準施工時と 同様にダミ ーさ や管をセッ ト する 。  

 

 

 

 

  

ボルト 固定式ロ ータ ス 管

六角穴付き Ｍ１ ０ ×４ 本 イ ンサート 付き ダク ト ス リ ーブ　 　

φ200断面

( φ50X5＋φ30X5)

挿入

1100

端末用さ や管　 φ50, φ30

ボルト 固定式ロ ータ ス 管

系統番号を記入する

ボディ 管ダク ト ス リ ーブ

ボディ 管

さ や管ダク ト ス リ ーブ

端末用さ や管

375
±60㎜以内

さ や管ダク ト ス リ ーブ端面は、

特殊部内面と 同一面
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c.  通常の曲線部配管と 同様に、 曲線区間に必要な長さ のさ や管を準備し 、 予め、 端末

用さ や管に接着接続し 、 接続し たさ や管にボディ 管曲管を被せス ラ イ ド さ せる 。  

 

 

 

 

 

 

 

※さ や管の長さ は、（ 曲管本数－１ ） メ ート ルと する と 、 接続後、 さ や管が約１ ５ ０ ㎜突出し た状態

と なる 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

d.  必要な変位量が得ら れる 曲管の組合せと なる よ う 配管する 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さ や管　 φ50， φ30

ボディ 管曲管
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2)  終点部で曲線配管する 場合の施工方法 

a.  下記の施工方法は、 終点側特殊部から ５ ｍＲ 曲管４ 本の配管を行い、 ある 程度距離

の離れない位置（ 曲線配管の次の直管） でヤリ ト リ を 行う 場合の施工法である 。 な

お、 特殊部から 距離があり 、 かつ曲線区間が多い場合は適用でき ないので留意する

こ と 。 ま た、 終点部から の配管は、 ボディ 管差口と さ や管受口が干渉し ないよ う 、

さ や管の受口の向き を 逆転さ せる 。  

 

 

 

 

 

 

 

b.  起点部と 同様にロ ータ ス 管をダク ト ス リ ーブに接続する 。  

c.  １ ２ １ ０ ㎜の両差の調整管を作製し 曲線区間に必要な長さ に調整し た受口付き さ や

管を１ ２ １ ０ ㎜の両差の調整管に接着接合し 、 ロ ータ ス 管に挿入する 。 続いて、 ボ

ディ 管曲管を接続する 。  

 

 

 

 

 

d.  起点側から の配管と 、 曲線部の始点と の距離が下図の範囲（ ３ ～４ ｍ） にある と

き 、 調整管の作成作業を行う 。 こ のと き 、 さ や管がボディ 管受口よ り １ ５ ０ ㎜程度

出る よ う にボディ 管曲管内に敷設する さ や管長さ は調整し ておく 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

e.  ボディ 管、 さ や管、 それぞれ下図の寸法を実測し 、 表の計算式で、 調整管長さ を計

算する 。  

 

 

 

 

 

 

調整管（ ボディ 管及びさ や管） の切断寸法計算 

呼び径 プレ ーンエンド ボディ 管の切管寸法 Ｌ  ( ㎜)  受口付調整さ や管の切管寸法 ℓ( ㎜)   

φ２ ０

０  

Ｌ  ＝ Ｌ 0 － ２ ４ ０  

ℓ ＝ ℓ0 －  ５ ５   ( 全長)   

ℓ ＝ ℓ0 － １ ６ ５ ( 有効長)  φ２ ５

０  

Ｌ  ＝ Ｌ 0 － １ ６ ０  

 

適応可能（ 10ｍ程度） 適応不可（ 80ｍ程度） 適応可能（ 10ｍ程度）

100ｍ

1210
ボルト 固定式ロ ータ ス 管

両差の調整さ や管
受口付き さ や管

受口

3～4m程度

150mm程度

差口
受口が当たる ま で押込む

ボディ 管の寸法測定箇所 L0

さ や管の寸法測定箇所  0
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f .  調整管を実測値に基づき 切断・ 加工する 。  

 

＜ボディ 管調整管の作成＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜さ や管調整管の作成＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

g.  ２ 本のボディ 管調整管をス ラ イ ド 管で接続し 、 さ や管をボディ 管内に収める 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

h.  セッ ト さ れた調整管を 掘削溝内に搬入し 、 曲管側（ 終点特殊部側） のさ や管を接続

する 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全長　 ： 実測値 ＋ さ や管接着受口挿入代( 110) ×2－275( 伸縮代)  ＝ 実測値－ 55㎜

系統番号を 記入する系統番号を 記入する さ や管: 調整管 φ50 or  φ30

有効長： 実測値 ＋ さ や管接着受口挿入代( 110) ×1－275( 伸縮代)  ＝ 実測値－165㎜

滑材を充分に塗布する 滑材を充分に塗布する

ボディ 管ス ラ イ ド 管

接着接合( 塩ビ 用接着剤)

切断側は挿入標線を 記入するボディ 管： 調整管φ200製品の標線

切断

切断側は挿入標線を記入する切断側は挿入標線を記入する
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i .  ボディ 管調整管を曲管に接続する 。  

 

 

 

 

 

 

 

j .  特殊部内から さ や管の端材等を利用し て、 さ や管ダク ト ス リ ーブ内から さ や管を 1

本ずつ押し て、 起点側のさ や管と さ や管調整管を接着接続する 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 押込みに使用する さ や管等ジグには、標準敷設し た際のさ や管端面位置を 示す目じ る し（ 端

面よ り ３ ７ ５ ㎜） を 入れておき 、 確実に挿入でき たこ と を 確認する 。  

 

 

k.  ス ラ イ ド 管をス ラ イ ド さ せ、 ボディ 管を接続し て配管完了。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

275

規定挿入位置目印

押す

さ や管等利用
375
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150150

2450

2750

ボディ管ボディ管

さや管の飛出し長さを150mmにする。

飛出し量が長すぎるとボディ管がさや管に当たりやりとり配管困難となる。

さや管
さや管

※

　 ※系統番号を記入する

※

例） 1295( 1225)

[ 測定結果-160( 240) ] ÷2

1295( 1255)

スライド管

ボディ管調整管ボディ管調整管

( 10)  さ や管ヤリ ト リ 継手の施工手順 

さ や管ヤリ ト リ 継手使用時には下記の注意点に留意し て施工を行う こ と と する 。  

1．  ハンド ホール間（ １ 路線） で１ 箇所の使用と する 。 ２ 箇所以上の使用は不可と する 。 

2．  ハンド ホール間（ １ 路線） の起点側ま たは終点側のど ちら か片方の端末用さ や管は、

有効長１ １ ０ ０ ㎜のも のを使い、 必ず奥ま で差し 込むこ と 。  

3．  さ や管ヤリ ト リ 継手は、 さ や管の補修目的には使用不可と する 。  

 

1)  ボディ 管・ さ や管を下記の寸法に配管する 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ ボディ 管受口間寸法が最小２ ７ ５ ０ ㎜～最大５ ０ ０ ０ ㎜に合わせる 。  

さ や管の飛び出し 長さ は１ ５ ０ ㎜に配管する 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

2)  ボディ 管・ さ や管の調整管を作製する 。  例） 測定結果２ ７ ５ ０ ㎜の場合 

a.  ボディ 管の調整管 

  φ２ ５ ０ の場合 (  ) 内はφ２ ０ ０ の寸法   φ２ ５ ０ 例） ２ ７ ５ ０ ㎜－１ ６ ０ ㎜ 

＝２ ５ ９ ０ ㎜ 

                                                  ２ ５ ９ ０ ㎜÷２  

＝１ ２ ９ ５ ㎜ 

 

 

 

 

 
※ ボディ 管調整管の両端は、 必ず外面取り を 行い標線を 記入する 。 ス ラ イ ド 管及び

ボディ 管には十分に滑材を 塗布し 配管する 。  

 

b.  さ や管の調整管 

          例） ２ ４ ５ ０ ㎜－１ ９ ０ ㎜＝２ ２ ６ ０ ㎜ （ φ５ ０ ･φ３ ０  条数分作製）  

            さ や管調整管を両差口にて作成する 。  

 

 

 

 
        

※ さ や管調整管は、 φ３ ０ ・ φ５ ０ と も に寸法測定結果－１ ９ ０ ㎜にて作製し 差口は、 必ず

内面取り を 行なう 。 さ や管調整管作製後は、 さ や管やり と り 継手にそのま ま 挿入する 。  

※最小 2750mm～最大 5000mm 
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さや管やりとり継手

測定結果-160( 240)

例） 2590( 2510)

スライド管

ボディ管調整管ボディ管調整管

ボディ管ボディ管

さや管
さや管

系統番号を記入する 系統番号を記入する

さや管やりとり継手

※　 さ や管は同じ 系統番号同士を接続する よ う 注意する 。

さや管調整管

3)  さ や管やり と り 継手の接続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4)  ボディ 管の配管 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 掘削の長さ が短いと 配管が出来ない為、 事前に確認を する こ と 。  
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ボディ管ボディ管

さや管
さや管さや管やりとり継手

スライド管

ボディ管ボディ管

さや管
さや管さや管やりとり継手

スライド管

※1200挿入し ろ

1610( やり と り 継手)

2260( さ や管調整管)

5)  さ や管の接続 → ボディ 管の配管 

a.  さ や管の接続 

 
                       ※さ や管を 系統番号同士で接続する 。 

 

 

 

 

 

 

b.  ボディ 管の配管 

 

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

c.  完了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 挿入機は２ 箇所分必要と なる 。  

6)  さ や管やり と り 継手の寸法 

さ や管伸縮（ 抜け出し 量） の考え方 

 

 

 

 

 

 
※ 移動３ ０ ０ ＋温度伸縮１ ５ ０ ＋地震２ １ ０ ＋施工上必要な長さ ３ ０ ０ ＋施工誤差６ ０

＝１ ０ ２ ０ ㎜＜１ ２ ０ ０ ㎜挿入し ろ  

 

ボディ管ボディ管

さや管
さや管さや管やりとり継手

スライド管

※抜け 防止のた め挿入

機はボ ディ 管に取付け

た状態にし ておく  
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( 11)  １ 管セパレ ート 管の施工手順 

1)  必要材料を場内に搬入する 。 材料の湾曲・ キズ入り ・ 水ぬれ等ない様保管する 。  

 

                特にＳ Ｕ 管は変形し 易いので保管は丁寧に行う 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 起点部の施工】  

2)  ロ ータ ス 管の取り 付け 

a.  特殊部内部ダク ト ス リ ーブ後方から ロ ータ ス 管を挿入する 。  

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 伸縮処理構造のため、 起点側特殊部から １ ． ５ ｍ の直線部が必要と なる 。  

 
 

b.  ダク ト ス リ ーブ内面と 固定リ ング外周に接着剤を塗布し 、 さ や管ダク ト ス リ ーブを

下段にし て断面が左右対称と なる 様に固定する 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ ロ ータ ス 管を ダク ト ス リ ーブに挿入し た状態 

 

  

特殊部内側 掘削構内 ロータス管 

さや管ダクトスリーブ 

固定リング 
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3)  Ｓ Ｕ接着受口直管（ 以下さ や管と 呼ぶ） の装着 

端末用さ や管（ 長さ １ ． １ ｍ） 受口部に系統番号をマジッ ク ペン等で記入し 、 ロ ータ ス

管に端末用さ や管及びセパレ ータ ス ラ イ ド 継手をセッ ト する 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

4)  さ や管およ びセパレ ータ の伸縮代確保 

a.  さ や管 

長さ ４ １ ５ ㎜のダミ ーさ や管を５ 本作成し 、 さ や管ダク ト ス リ ーブへ１ 本ずつ挿

入する 。  

   
 ダミ ーさ や管切断作業 セパレ ータ 移動防止治具 

  と ダミ ーさ や管    

b.  セパレ ータ  

ロ ータ ス 管のセパレ ータ にあけら れた孔位置（ ２ ヶ ） がセパレ ータ ス ラ イ ド 継手

の挿入位置と なる のでピ ン 等を入れる こ と でセパレ ータ の移動を抑え伸縮代を確

保する 。  

   
 ２ ヶ の穴に突起を挿入 セパレ ータ 移動防止治具を 取り 付けた状態 

 

＜参考＞ 

セパレ ータ の挿入位置孔は、 下図の通り 開いており 、 板材等にセパレ ータ 接続用のブラ

イ ンド リ ベッ ト を利用し て、 移動防止冶具を作成する 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※通常、 セパレ ータ ス ラ イ ド 継手は、 ロ ータ ス 管に 
 セッ ト （ 挿入） さ れた状態になっ ている 。  

 

 

 

 

セパレ ータ 移動防止冶具 

現場製作 
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c.  セパレ ータ ス ラ イ ド 継手 

ロ ータ ス 管のセパレ ータ 下側に挿入、 上記のセパレ ータ 移動防止治具に当たる ま

で押し 込む。  

 

d.  押さ え板 

・ ハンド ホール内から 押さ え板（ コ ンパネ等）  

 と 支持棒でし っかり 支えを行い、 さ や管が 

 動かない様にする 。  

・ ロ ータ ス 管接着後すぐ に配管作業し たい場合 

 は、 ダミ ーボディ 管を図のよ う に入れる と ロ ー 

 タ ス 管の接着部が外れる こ と なく 作業でき る 。  

 ※ダミ ーボディ 管は、 ボディ 管よ り 作製する  

 

 

 
 

【 直線部の施工】  

5)  部材の搬入 

a.  ボディ 管直管・ 直管用セパレ ータ ・ さ や管５ 本（ 有効長＝５ ｍ） を準備する 。  

b.  直線区間の距離を測定し 、 切断・ 面取り 加工する 。 詳細は 9) を参照。  

c.  切断し た直管用セパレ ータ 及びさ や管をボディ 管内にそれぞれ挿入し てから 掘削構

内に搬入する 。  

 

a．   

b．   

c．   

 

 

 

 

 

      セパレ ータ の挿入            さ や管の挿入 

 

＜注意＞●ボディ 管内のリ ブと セパレ ータ 溝のかん合外れがない様に注意する 。  

●ボディ 管およ びセパレ ータ は、 直射日光が当たる 場所に放置する と 反り が発生し 、

挿入が困難になる 場合がある ため、 直射日光をさ けて保管する 。  

●セパレ ータ に砂等付着する と ボディ 管への挿入抵抗が大き く なる ため、 ウ エス 等で

砂を払い落し ボディ 管に挿入する 。  

 

＜安全注意＞●セパレ ータ 挿入時は指等を挟ま ないよ う 注意する 。  

 

415 825

伸縮引抜き

余裕代

285

伸縮押込み

余裕代

415

ダミ ーさ や管

固定用支持棒

ダミ ーボディ 管( 50㎜)

コ ン パネ等
伸縮引抜き

余裕代

825

伸縮押込み

余裕代

275

セパレ ータ ス ラ イ ド 継手

セパレ ータ 移動防止治具（ セパレ ータ 用リ ベッ ト を 利用）

ダミ ーさ や管（ 415㎜） 端末用さ や管（ 1. 1m）

約50

土 の う 袋 等
で土 砂 の 浸
入を防ぐこと 

※1 
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6)  さ や管の接合 

a.  各さ や管に系統番号を 記入する 。  

b.  受口部内面及び差口表面（ １ １ ０ ㎜） に指定の 

接着剤を塗布し 、 系統番号を一致さ せ接合する 。  

c.  挿入後は約３ ０ 秒間保持する 。  

 

接着剤塗布作業 

7)  セパレ ータ の接合 

セパレ ータ の接合方法は、セパレ ータ 継手をセパレ ータ の下側に置き リ ベッ タ ーを使

って４ 箇所をリ ベッ ト 接合する 。  

a.  セパレ ータ 継手をセパレ ータ の下側にあわす。  

b.  ４ 箇所の孔位置をあわせ、 ブラ イ ンド リ ベッ ト を挿入する 。  

 

 

 

 

 

 
 
ブラ イ ンド リ ベッ ト 挿入 圧着後の状態 

 

c.  リ ベッ タ ーを使ってリ ベッ ト を圧着さ せる 。  

・  リ ベッ ト 径＝４ ． ０ ㎜ 

・  セパレ ータ 下孔径＝５ ． ０ ㎜（ セパレ ータ 継手下孔径＝４ ． ３ ㎜）  

※ リ ベッ ト は、 耐腐食性等考慮し 、 アルミ 製を 使用する 。（ 推奨＝Ｆ Ｒ ５ ４ ）  

※ リ ベッ タ ーのノ ーズピ ース は、 シャ フ ト 径に合っ たも のを 必ず使用する こ と 。  

（ シャ フ ト 径が違う と 圧着後リ ベッ ト にバリ が発生する ）  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜参考＞ 圧着し たリ ベッ ト を 取外し たい場合はφ５ ㎜のキ リ で頭部を 削り 取る

と 外すこ と ができ る 。  

 

8)  ボディ 管の接合 

ボディ 管の接合は滑剤を塗布し 、 挿入機等を使って指定位置ま で挿入する 。  

a.  滑剤でゴム輪部と 管差し 口部全周に充分塗布する 。  

b.  挿入機等の器具を使っ て指定位置（ 標線長さ ＝１ ８ ０ ㎜） ま で挿入する 。  

c.  セパレ ータ が水平に保たれる 様 管表示（ 連続マーク ） を真上にし て接合する 。  
＜注意＞ねじ れた状態で接続する と 分岐管の取付けに支障が出る 。 ⇒±１ ㎝ 

d.  管枕（ ス ペーサ） 設置位置は２ ． ５ ｍ毎に１ 箇所と し 、 ５ ｍ直管の場合は２ 個使用

する 。   
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＜参考＞ 

曲線部手前では右図のよ う に、 必ず

さ や管が１ ５ ㎝ 、  セパレ ータ が約

５ ㎝、 ボディ 管の受口よ り 出た状態

と する 。  
           

                                       セパレ ータ およ びさ や管の標準接続状態 

 

9)  部材の切断 

＜直管の切管＞ 

a.  目標地点（ 曲管部） ま での距離をコ ンベッ ク ス 等

で測定する 。  

b.  寸法測定し た切断位置で切断機等によ り 切断す

る 。  

c.  面取り 器やグラ イ ンダー等を使って切断部の外面

取り 、 及び内面取り を 行う 。  

  ・ 外面取り 長さ ＝１ ８ ～２ ０ ㎜（ 角度＝１ ５ °）  

 ・ 内面取り 長さ ＝３ ～６ ㎜（ 角度＝３ ０ °）  

d.  挿入標線位置を マジッ ク ペン等で記入する 。  

  ・ 標線位置（ 管端面よ り ） ＝１ ８ ０ ㎜ 

e.  管内の切粉をウ エス 等で除去する 。  

 

＜セパレ ータ の切断＞ 

a.  目標地点（ 曲管部） ま での距離をコ ンベッ ク ス 等で測定する 。  

b.  測定し た位置を セパレ ータ 加工治具を使って孔あけ（ ４ 箇所）、 切断の順で行う 。  

c.  切断部のセパレ ータ 上面と なる 側の面取り を行う 。  

   
 ハンド ド リ ルで孔あけ ジグソ ーで切断 

 

  

※面取り が不十分な場合、 継手のゴ ム を 損傷 

 する 事がある 。  
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＜さ や管の切断＞ 

a.  目標地点（ 曲管部等） ま での距離をコ ンベッ ク ス 等で測定する 。  

b.  寸法測定し た切断位置を切断機か手ノ コ を使って切断する 。  

・ 面取り 器等を 使って切断部の内面取り を行う 。  

・ さ や管の内面取り 長さ は１ ㎜程度。  

 

【 曲線部の施工】  

10)  ボディ 管曲管の組立 

a.  曲管（ 曲線部） 及び曲管（ 直線部） に接着剤を塗布し 奥ま で挿入する 。  

b.  挿入後３ ０ 秒以上保持する 。  

 

 

 

 

 

 

※曲管の組立： 曲管の組立は仮組立を 行い、 接続方向を 確認し マーキン グし ておく と 、 失敗を

防ぐ こ と ができ る 。  

＜注意＞敷設時に直線部の管体マーキン グが真上になる よ う 組み立てる こ と 。  

 

c.  ボディ 管曲管内にセパレ ータ Ｃ を差口側から 挿入する 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11)  曲管の接合 

a.  曲線部は、 さ や管を先に接続し 、 その後曲管（ １ ｍ） をス ラ イ ド さ せ挿入する 。  

b.  滑剤塗布後、 挿入機を 用いて曲管１ 本毎を確実に接合する 。  

  
 

  

接着側

曲管

直線部

曲管

曲線部

曲線部側直線部側

※ セパレ ータ の挿入方向に注意 
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※ 曲管受口の向き を変えて接続する と 施工曲率が変わる ので、 向き を変えずに接続する 。（ 受口

と 受口、 差口と 差口が向い合う よ う な配管はＮ Ｇ ）  

※ 曲管直線部は、 分岐管取付け長確保のため、 切断せず使用する 。  

※ 曲管の管枕（ ス ペーサ） 設置は、 曲線部のく びれ位置と する 。  

※ セパレ ータ Ｃ を 曲管内に装着し てさ や管ス ラ イ ド する 際、 セパレ ータ Ｃ の位置は差口側に  

１ ０ ㎝程出し た状態（ 青色○印） で通すと 入り やすい。  

 

【 終点部の施工】  

ボディ 管と ダク ト ス リ ーブの距離が３ ～６ ｍになる ま で敷設す

る 。  

進行方向の先端から 終点側ダク ト ス リ ーブま での長さ をコ ンベ

ッ ク ス 等で測定、 残り 距離を確認し 、 ３ ～６ ｍの範囲と なった

ら 調整管作製作業に入る 。  

 

 

 

 

 

 

 
 

※ 伸縮処理構造およ びス ラ イ ド 施工のため、終点側特殊部から ３ ．２ ｍ以上の直線部が必要と な

る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12)  ロ ータ ス 管・ 切り 管の取付け 

a.  ロ ータ ス 管をハンド ホール内のダク ト ス リ ーブ後方から 挿入し 、 接着固定する 。  

 

 

 

 

 
現場製作 

縦断配管（ 上向き 下向き と も ）

では、 さ や管を 横一列と する 。 1 3 5
42

1
2 3 4

5



施－31 

b.  長さ １ ｍの両差し 管を 製作し 、 ダク ト ス リ ーブに挿入する 。 長さ １ ｍの管は、 現場

の端材を利用し て作製する 。  

c.  端末用さ や管（ １ ． １ ｍ） 及びセパレ ータ ス ラ イ ド 継手をロ ータ ス 管に挿入する 。

（ ５ 本）  

 

13)  調整管の作製 

調整管（ ボディ 管・ セパレ ータ 及びさ や管） 寸法を実測し 切断･加工する 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 ア） ボディ 管（ 両差し 管）  

 
 イ ） さ や管（ 片受け管）  

 
 ウ ） セパレ ータ Ｓ  

 
調整管の切管算出表 

 調 整 管 切管寸法 全長 / 形状 

ア ボディ 管 実測値－４ ６ ０ ㎜ 両差 

イ  さ や管 実測値－ ５ ５ ㎜ 片受け・ 両差 

ウ  セパレ ータ Ｓ  実測値－２ ８ ５ ㎜ 両差 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
セパレ ータ Ｓ の孔開け 

 

  

ボディ 管の寸法測定箇所

セパレ ータ の寸法測定箇所

さ や管の寸法測定箇所

9） 部材の切断 

  ＜セパレ ータ の切断＞ 

  によ り 加工済み 
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14)  ス ラ イ ド 管の挿入と 最終接続 

a.  挿入機などを使って切断・ 加工し たボディ 管をス ラ イ ド 管に挿入し 、 セパレ ータ Ｓ

及びさ や管をボディ 管内に収容し て掘削溝へ搬入する 。  

 

 

 

 

 

 

 

                                              

 

 

                             

 

 

 

 

 

b.  起点側のさ や管及び、 セパレ ータ Ｓ を接合する 。  

 
 

 

 

c.  終点側の端末用さ や管及び、 セパレ ータ ス ラ イ ド 継手を接合し ス ラ イ ド 管を引き 戻

し て施工完了。  
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３  ト ラ フ 方式の施工手順 
 

( 1)  ト ラ フ下管路の配管 

① 掘削床を整地し 、 必要に応じ ラ ンマー等にて転圧する 。  

② 配管に先立ち、 管、 継手等の異常及び管内の異物の有無を確認する 。  

③ 管を掘削溝へ降ろす場合は、 管に傷を付けないよ う に手渡し で行う 。  

④ 配管工 

a.  規程の位置に配管出来る よ う 、 配管位置に木杭等の目印を設ける 。（ 図３ －１ ）  

b.  配管は片側から 行い、 管枕（ ス ペーサ） を用いて管と 管の間を一定に保つ。  

（ 図３ －１ ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注1）  両端の管の中心が後の工程で設置する 小型ト ラ フ外側に対し 、 １ ／２ のオ

フ セッ ト と なる 様に配管する 。 （ 図３ －１ ）  

注2）  管と 管の間は５ ０ ㎜以上保つこ と 。  

 

図３ －１  配管位置図 

 

c.  配管は、 滑剤又は接着剤を使用し 継手部を接続する 。 なお、 接続工法の詳細は手順

⑤によ る 。  

 

⑤ 接続方法 

a.  管外面（ 管端から 挿入標示線ま で） 及び継手内面を、 乾いたウ エス で清掃する 。  

b.  上記清掃個所に継手内面から 管外面の順で接着剤を塗布する 。 ゴム輪接合の場合は

滑剤を塗布する 。  

c.  接着剤塗布後速やかに管又は継手を手で挿入標示線ま で押し 込み、 そのま ま １ ０ 秒

間程度押えておく 。  

d.  接続後、 継手部から はみ出し た接着剤及び滑剤はウ エス で拭き 取る 。  

50㎜以上
50㎜以上

目印杭
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e.  管を切管し て使用する 場合は、 管軸に対し 直角に切断後、 切り 口内面、 外面の面取

り を行い、 油性ペン等で挿入標示線を記し 、 ａ ～ｄ に準じ て接続する 。（ 図３ －２ ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ －２  切管概略図 

 

⑥ 埋戻し 工 

a.  目印用の木杭で配管位置を確認する 。（ 図３ －３ ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ －３  埋戻し 工施工写真① 

 

b.  ト ラ フ 下管路上部ま で、 し ゃ断層用砂にて埋め戻し 、 管と 管の間は突き 棒等にて十

分突き 固める 。（ 図３ －４ ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ －４  埋戻し 工施工写真② 

 

 

 

 

ＣＣＶＰ管φ100又はφ130

面取り

ＣＣＶＰ管φ100又はφ130

挿入標示線
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離脱防止用ﾌﾟﾚｰﾄ

吊り用インサート

( 2)  小型ト ラ フ の設置 

1)  基礎工 

a.  基礎工は、 し ゃ断層用砂を十分に締固め、 凹凸のない様にタ ンパ（ プレ ート ） を使

用し 、 管上５ ０ ㎜ま で仕上げる 。  

b.  モルタ ル（ 空練り ） ２ ０ ㎜で仕上げる 。  

 

図３ －５  小型ト ラ フ設置断面図 

 

2)  小型ト ラ フ設置 

a.  小型ト ラ フの吊り 込みは、 移動式ク レ ーンを使用する 。  

b.  吊り 上げは、 小型ト ラ フ 側壁にある 吊り 用イ ンサート にフ ッ ク を取付けて行う 。  

c.  小型ト ラ フ設置位置及びト ラ フ下管路上規定の位置である 事を確認し ながら 設置す

る 。  

d.  小型ト ラ フ間の連結は、 レ バーブロ ッ ク 、 油圧シリ ンダー等を用い、 付着及び水密

性を保つと と も に、 段差が生じ ないよ う にし なければなら ない。 ま た、 連結部には

必要に応じ て、 モルタ ル等を用いて隙間のないよ う にし なければなら ない。  

e.  設置位置と ト ラ フ下管路と の曲管の位置関係は設計書に整合さ せる 。  

f .  離脱防止用プレ ート を 用いて、 小型ト ラ フ と 小型ト ラ フを連結さ せる 。（ 図３ －６ ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ －６  小型ト ラ フ  

 

g.  外側側面のすき 間はモルタ ルにて目地詰めを行う 。  

小型トラフ（しゃ断層用砂）

トラフ下管路

50㎜

440㎜

モルタル（空練り）t=20

再生砂（RC-10）  
しゃ断層用砂 
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( 3)  さ や管の配管 

1)  さ や管配管作業時の小型ト ラ フ のずれ防止のために、 小型ト ラ フ の中程ま で発生土に

よ り 埋戻し を行う 。（ 図３ －７ ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ －７  小型ト ラ フ断面図 

 

2)  配管に先立ち、 管、 継手等の異常及び管内の異物の有無を確認する 。  

3)  さ や管敷設上の注意点 

a.  さ や管の配列は、 口径の大き いも のを底部から 順次敷設する 。（ 図３ －８ ）  

b.  Ｓ Ｕ管φ５ ０ が４ 条以上と なる 場合には、 ２ 段目のＳ Ｕ管φ５ ０ をＶ Ｕ管φ１ ０ ０

と 隣接さ せ敷設する 。（ 図３ －８ ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ －８  さ や管配列参考図 

 

 

:ステンレスバンド

:ＶＵ管φ100

:ＳＵ管φ50

:ＳＵ管φ30

〔パターン１〕 〔パターン２〕

〔パターン３〕 〔パターン４〕

〔パターン５〕

固定用 
ステンレスバンド

(改良土又は埋戻し用砂) 

固定金物 

モルタル（空練り）t=20

しゃ断層用砂 

発生土（良質土） 
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c.  各さ や管の継手部が重なる と 、 規程の条数が配管出来ないので、 継手部を互いにず

ら し て敷設する 。（ 図３ －９ ）  

d.  管の端部は、 次の配管作業を考慮し て、 底部のさ や管を一番長く し 、 各段を継手部

分程ずら し て配管する 。（ 図３ －９ ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ －９  さ や管敷設写真 

 

e.  曲線部には、 さ や管固定金物は取付けない。  

 

4)  さ や管配管（ 直線部）  

a.  固定金物を１ ｍ物及び２ ｍ物と も 中央に１ 箇所小型ト ラ フ に取付ける 。  

b.  Ｖ Ｕ管φ１ ０ ０ を固定用ス テンレ ス バンド にて固定する 。  

c.  通信設備さ や管固定のためのス テンレ ス バンド を、 予め固定金物に通し 底部に配置

する 。  

d.  Ｓ Ｕ管φ５ ０ を 指定条数底部から 敷設する 。  

e.  Ｓ Ｕ管φ３ ０ を 指定条数、 Ｓ Ｕ管φ５ ０ の上に敷設する 。  

f .  Ｓ Ｕ管を固定用ス テンレ ス バンド にて固定する 。  

g.  配管は、 接着剤を使用し 管を接続する 。 なお、 接続方法の詳細は手順 6) によ る 。  

 

5)  さ や管配管（ 曲線部）  

a.  曲線部に固定金物は設置し ない。  

b.  Ｖ Ｕ曲管φ１ ０ ０ を敷設する 。  

c.  Ｓ Ｕφ５ ０ を敷設する 。 但し 、 φ５ ０ は３ 条ま でを底部に、 ４ 条以上の場合は、 ２

段目と なる φ５ ０ をＶ Ｕ管φ１ ０ ０ と 沿わせる よ う 敷設し 、 ス テンレ ス バンド にて

両者を固定する 。（ 図３ －１ ０ ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ －１ ０  ス テンレ ス バンド によ る さ や管固定写真 
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d.  Ｓ Ｕ管φ３ ０ を 指定条数、 Ｓ Ｕ管φ５ ０ の上に敷設する 。  

e.  さ や管を固定用ス テンレ ス バンド にて固定する 。（ 図３ －１ １ ）  

（ 強く 締付け過ぎる と 、 さ や管の配列が崩れ蓋を設置でき ない場合も ある ため、 さ

や管が跳ね上ら ない程度に締める 。）  
※ス テンレ ス バンド が蓋にあたる 所は、 取り 外す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ －１ １  ス テンレ ス バンド によ る さ や管固定写真 

 

f .  配管は、 接着剤を使用し 管を接続する 。 なお、 接続方法の詳細は手順 6） によ る 。  

 

6)  接続方法 

a.  管外面及び継手内面を 、 乾いたウ エス で清掃する 。  

b.  上記清掃個所に継手内面から 管外面の順で接着剤を塗布する 。  

c.  接着剤塗布後速やかに管又は継手を手で押し 込み、 そのま ま １ ０ 秒間程度押えてお

く 。  

d.  接続後、 継手部から はみ出し た接着剤はウ エス で拭き 取る 。  

 

 

( 4)  ト ラ フ内さ や管の施工 

 

① 電力低圧用さ や管（ φ１ ０ ０ ） の曲線敷設には、 Ｖ Ｕ曲管（ ３ ｍＲ 、 又は５ ｍＲ ） を使

用する 。  

② 曲線用小型ト ラ フ（ ３ ｍＲ 、 又は５ ｍＲ ） 区間には、 さ や管固定金物は取付けない。  

③ 情報通信・ 放送系さ や管は管径の大き いも のから 順次配管する 。 又、 次の接続作業を考

慮し 、 底部側のさ や管端部を一番長く し 、 段毎にソ ケッ ト をずら し て配管する 。  

④ φ５ ０ が４ 条以上と なる パタ ーンでは２ 段目のφ５ ０ ・ １ 条をφ１ ０ ０ に沿わせる よ う

ス テンレ ス バンド にて固定する 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ －１ ２  ス テンレ ス バンド 固定図 

  

 

φ50

ステンレスバンド

φ100
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( 5)  埋戻し 工 

1)  コ ンク リ ート 落し 蓋設置 

a.  落し 蓋の吊り 込みは、 移動式ク レ ーンを用いる など安全に十分注意し て行う 。  

b.  落し 蓋の目地に砂利等が入ら ない様にガムテープ等を 貼り 付ける 。（ 図３ －１ ３ ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ －１ ３  落し 蓋目地の養生写真 

 

2)  小型ト ラ フ部ま で発生土にて埋め戻し 、 ラ ンマー等にて十分突き 固める 。  
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４  レ ジンコ ンク リ ート の現場施工における 接着作業要領 
 

工
種 

確認項目 規 格 管理基準 摘 要 

接
着
面
処
理 

接着面 

（ 全面）  

水分 乾燥 
接着面が濡れている 場

合は乾燥さ せる 。  

 

 

異物 除去 
小石、 ゴ ミ 等の付着を

除去する 。  

 

 

土汚れ 清掃 
土べら の付着を 清掃す

る 。  
 

接
着
材
混
合 

硬化剤量の選定 

  

 

 
 

混合 

樹脂 全量投入 － 

 

 
 

硬化剤 樹脂の変色 

投入後１ 分撹拌し 、 黄

色味に変色し たこ と を

確認する 。  

 

 
 

充填剤 全量投入 

投入後４ 分撹拌し 、 白

粉がないこ と を 確認す

る 。  

 

 
 

接
着
作
業 

本体 

およ び 

調整リ ン

グ 

塗布 全面塗布 

接着面全面に山形に塗

布し 、 中央部を 約１ ０

㎜と する 。  
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工
種 

確認項目 規 格 管理基準 摘 要 

接
着
作
業 

本体 

およ び 

調整 

リ ング 

吊 り 下

し  
全面充溢 

接着面全周（ 内外面と

も ） から 溢れ出ている

こ と 。  

 

サ イ ド ボ

ッ ク ス  

およ び 

ダク ト  

ブロ ッ ク  

塗布 全面塗布 

特殊部本体側およ びブ

ロ ッ ク 側と も 全面塗布

する 。  

特にブロ ッ ク 側補強部

と 壁厚部の接点（ 隅角

部） は、 塗布量を 多く

する 。  

 

 

引寄せ 全面充溢 

接着面全周（ 内外面と

も ） から 溢れ出ている

こ と 。  

 

 

嵌
合
ズ
レ 

当該部材同士 最大１ ０ ㎜と する 。  内面４ 箇所 
 

 

硬

化 
接着箇所 

接着箇所を 触り 、粘り

が無いこ と 。  
内外面４ 箇所  

 


